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■出題のねらい
　酸・塩基，pH，中和滴定に関する基本的な知識，および計算能力を問いました。

■採点講評
　〔１〕は，受験者が必ず理解しておくべき酸・塩基，pHに関する基本的な知識を問う
問題です。（１）について，「電離定数」，「溶解度積」，「平衡定数」と解答しているものが
多く，正答率が非常に低かったです。また，「イオン績」のように漢字の間違えが目立ち
ました。日頃から，自分の手で正確に紙に書くことで，基本的かつ重要な単語を身に付
ける努力が必要です。（３）については，正答率は高かったものの，残念ながら全問正解
の解答は少なかったです。純水のpHについて正答できなかった受験者は，pHの勉強を
基礎から復習する必要があると思います。純水では，水酸化物イオンと水素イオン濃度
がともに10-7mol/Lとなり，pHは７となります。純水のpHは覚えていてもよいぐらいだ
と思います。また，pHの数値を解答するよう求めていますが，水素イオン濃度と答えた
解答も散見されました。問題文を落ち着いてよく読む必要があります。また，有効数字
２桁で答えていない解答が目立ちました。有効数字の理解が望まれます。
　〔２〕 中和滴定に関する問題は，過去にもよく出題されており，受験者が必ず理解し
ておくべき項目です。受験勉強において多くの演習問題に取り組むことで，理解を深め，
確実に計算能力を身に付けることが望まれます。（５）について，ポールピュペット，
ホールビュレット，ピッペトなど，正しく答えていない解答が目立ちました。中和滴定
で使用する器具は，化学実験において基本的かつ重要ですので，今後，化学について学
ぶことを考えている受験者は，正しく解答することが求められます。ガラス器具の名称，
機能，形状および使い方を覚えるようにしてください。（６）の指示薬の色の変化の問
題は比較的できていました。間違えの多くは，赤から無色になる④を選んでいました。
フェノールフタレインは酸性から中性の領域で無色，アルカリ性において赤色になりま
す。塩酸にフェノールフタレインを加え，水酸化ナトリウムで中和するのですから，無
色から赤色に変色するはずです。（７），（８）の計算問題は期待するほどできていません
でした。溶液の体積と濃度の積は物質量となります。この関係さえおさえていれば，滴
定の問題は解けます。また，質量を分子量で割ると物質量が得られます。この関係式は
化学の基本です。必ずマスターすべきです。この二つの関係が正しく理解できていれば，

（７），（８）の問題は解けるはずです。
　「０（ゼロ）」を，下から右回りで書いている解答が目立ちました。化学以前の問題だ
と思います。丁寧に採点者が解読可能な文字を書き，解答することが望まれます。

■出題のねらい
　前半はノーベル賞を受賞した山中伸弥教授の研究を踏まえ，動物細胞の分化に関する
問題をその研究の背景，歴史から出題しました。山中教授のｉＰＳ細胞研究につながる
細胞分化研究の系譜を辿るような出題です。共同受賞者のガードン教授の研究から明ら
かになったことをまとめるような内容にしました。動物細胞分化の本質部分の理解を試
すものです。後半は生物を用いた研究の方法論に関する出題です。ほぼすべての教科書
に掲載されている内容にもかかわらず，出題されることはまれな分野です。しかしなが
ら，近年研究課題への取り組みが積極的に授業に取り込まれることが多くなっている現
状を考えると，研究の方法を理解しておくことは極めて重要となります。

■採点講評
　正答率は57％でした。前半は全体的によくできていました。しかし，科学史関係で利
根川進やガードンの正答率が約50%だったのは残念です。生物を学習した受験者であれ
ば知っているはずの名前です。Ａ１日程の採点講評にも書いたように，日頃から生物に
関するニュースに目配りして関連分野の知識を蓄積しておくことが大切です。生物を用
いた研究の方法に関する問題は，あまり一般的ではありませんでしたがよくできていま
した。生物学に限らず科学研究の基本は同じですからこのような知識を持ってもらいた
いものです。前半の単問で一番正答率が低かったのは 20  でした（正答率28%）。これ
は盲点を突いた出題で，実際にゾウリムシを顕微鏡観察した経験がない受験者にとって
は難しかったかもしれません。しかし，生物学は本来実験・観察が重要な分野です。高
校で行う実習時間を大切にしてください。進化に関する４つの説とその提唱者を結びつ
ける問題（ 15  ～ 18  ）は自然選択説以外は正答率が50%以下でした。高校の生物学
では基本ですから全問正答してほしい問題です。また，細胞内外の物質輸送に関する問
題も２つ選ぶ内１つしか正答できていない受験者が多数いました。与えられた図から類
推する力を養ってください。

　生物の入試問題は教科書を基本としており，概ね教科書で入試対策ができることを前提
にしています。また，教科書内で紹介されている発展的内容も考慮しつつ出題しています。
　Ａ２日程の問題構成は「動物細胞の分化」，「生物学の研究方法」，「細胞における物質輸
送」，「細胞分裂の過程」，「メンデル遺伝」，「染色体の働き」などから出題しました。

■出題のねらい
　高分子化合物を題材として，有機化学・高分子化学の基本的な知識について問いまし
た。

■採点講評
　全体的に正答率はあまり高くありませんでした。
　（１）は，高分子に関する化合物の名称を問いました。Ａではジクロロエチレン，Ｂ
では塩酸，Ｃでは６-ナイロンという解答が散見されました。
　（２）は，重合の名称を問う問題でしたが，予想に反して正答率は低かったです。
　（３）は，ポリエチレンテレフタレート（PET）の原料となる二つの化合物について，
名称および構造を問いました。PETは最も基本的な高分子化合物の一つですので，ど
の化合物から合成するのかについても理解しておいてください。また，DとEを逆に書
いている解答が散見されました。文章の最後に，Ｄがどの化合物から作られるのかにつ
いて記述されていましたので，よく読めばこのような間違いは回避できるかと思います。
　（４）は，基本的な有機化合物の構造を問う問題ですが，比較的よくできていました。
　（５）は，６,６-ナイロンの繰り返し単位の構造について問いましたが，正答率はあ
まり高くありませんでした。またアミド結合であるとわかっているにもかかわらず，構
造を逆向きに答えている解答がかなりみられました。
　（６）は，高分子化学に関連した基本的な計算能力を問う問題ですが，正答率は低か
ったです。ポリエチレンテレフタレートは代表的なポリエステルですので，原料と繰り
返し単位を理解しておいてください。
　この問題は，有機化学から高分子化学と広範囲に出題していますが，教科書の基本的
な語句・化合物を理解していれば解答できる問題です。幅広く理解しながら学習するこ
とが大切です。

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

■出題のねらい
　各種金属イオン（Ag+, Al3+, Cu2+, Fe2+およびZn2+）の定性分析に関する知識を問いました。

■採点講評
　基本的な問題でしたが，正答率は約50%でした。
　（１）　教科書に載っている金属イオンの性質をよく理解し，基本的な化合物や錯体の名

称および化学式を正確に覚えておいてください。
　（２）　両性水酸化物を形成する金属イオンはアルミニウムイオンと亜鉛イオンです。そ

れらの水酸化物は，水酸化アルミニウムと水酸化亜鉛です。
　（３）　塩化銀に光が当たると，銀が遊離します。単体Agと化合物Cl2が生成することが

ポイントです。この現象は感光といい，フィルム写真に使われる反応です。
　（４）　水酸化銅に過剰なアンモニアを加えると，水酸化銅が溶けて，テトラアンミン銅

（Ⅱ）イオンが形成されます。係数も考慮した化学反応式が書けるようにしておい
てください。

　（５）　よくできていました。各種金属イオンと硫化水素が反応すると，Ag2S（黒色），
CuS（黒色），FeS（黒色）そしてZnS（白色）の沈殿が生じます。

　（６）　Fe2+はFe3+へと酸化され，一方，H2O2は還元されることでH2Oが生成します。そ
れぞれの半反応式から，最終的にイオン反応式が得られます。

Fe2+→ Fe3+e-（式１）
H2O2+２H++２e-→２H2O（式２）

（式１）×２－（式２）より，２Fe2++H2O2+２H+→２Fe3++２H2O
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基礎から復習する必要があると思います。純水では，水酸化物イオンと水素イオン濃度
がともに10-7mol/Lとなり，pHは７となります。純水のpHは覚えていてもよいぐらいだ
と思います。また，pHの数値を解答するよう求めていますが，水素イオン濃度と答えた
解答も散見されました。問題文を落ち着いてよく読む必要があります。また，有効数字
２桁で答えていない解答が目立ちました。有効数字の理解が望まれます。
　〔２〕 中和滴定に関する問題は，過去にもよく出題されており，受験者が必ず理解し
ておくべき項目です。受験勉強において多くの演習問題に取り組むことで，理解を深め，
確実に計算能力を身に付けることが望まれます。（５）について，ポールピュペット，
ホールビュレット，ピッペトなど，正しく答えていない解答が目立ちました。中和滴定
で使用する器具は，化学実験において基本的かつ重要ですので，今後，化学について学
ぶことを考えている受験者は，正しく解答することが求められます。ガラス器具の名称，
機能，形状および使い方を覚えるようにしてください。（６）の指示薬の色の変化の問
題は比較的できていました。間違えの多くは，赤から無色になる④を選んでいました。
フェノールフタレインは酸性から中性の領域で無色，アルカリ性において赤色になりま
す。塩酸にフェノールフタレインを加え，水酸化ナトリウムで中和するのですから，無
色から赤色に変色するはずです。（７），（８）の計算問題は期待するほどできていません
でした。溶液の体積と濃度の積は物質量となります。この関係さえおさえていれば，滴
定の問題は解けます。また，質量を分子量で割ると物質量が得られます。この関係式は
化学の基本です。必ずマスターすべきです。この二つの関係が正しく理解できていれば，

（７），（８）の問題は解けるはずです。
　「０（ゼロ）」を，下から右回りで書いている解答が目立ちました。化学以前の問題だ
と思います。丁寧に採点者が解読可能な文字を書き，解答することが望まれます。

■出題のねらい
　前半はノーベル賞を受賞した山中伸弥教授の研究を踏まえ，動物細胞の分化に関する
問題をその研究の背景，歴史から出題しました。山中教授のｉＰＳ細胞研究につながる
細胞分化研究の系譜を辿るような出題です。共同受賞者のガードン教授の研究から明ら
かになったことをまとめるような内容にしました。動物細胞分化の本質部分の理解を試
すものです。後半は生物を用いた研究の方法論に関する出題です。ほぼすべての教科書
に掲載されている内容にもかかわらず，出題されることはまれな分野です。しかしなが
ら，近年研究課題への取り組みが積極的に授業に取り込まれることが多くなっている現
状を考えると，研究の方法を理解しておくことは極めて重要となります。

■採点講評
　正答率は57％でした。前半は全体的によくできていました。しかし，科学史関係で利
根川進やガードンの正答率が約50%だったのは残念です。生物を学習した受験者であれ
ば知っているはずの名前です。Ａ１日程の採点講評にも書いたように，日頃から生物に
関するニュースに目配りして関連分野の知識を蓄積しておくことが大切です。生物を用
いた研究の方法に関する問題は，あまり一般的ではありませんでしたがよくできていま
した。生物学に限らず科学研究の基本は同じですからこのような知識を持ってもらいた
いものです。前半の単問で一番正答率が低かったのは 20  でした（正答率28%）。これ
は盲点を突いた出題で，実際にゾウリムシを顕微鏡観察した経験がない受験者にとって
は難しかったかもしれません。しかし，生物学は本来実験・観察が重要な分野です。高
校で行う実習時間を大切にしてください。進化に関する４つの説とその提唱者を結びつ
ける問題（ 15  ～ 18  ）は自然選択説以外は正答率が50%以下でした。高校の生物学
では基本ですから全問正答してほしい問題です。また，細胞内外の物質輸送に関する問
題も２つ選ぶ内１つしか正答できていない受験者が多数いました。与えられた図から類
推する力を養ってください。

　生物の入試問題は教科書を基本としており，概ね教科書で入試対策ができることを前提
にしています。また，教科書内で紹介されている発展的内容も考慮しつつ出題しています。
　Ａ２日程の問題構成は「動物細胞の分化」，「生物学の研究方法」，「細胞における物質輸
送」，「細胞分裂の過程」，「メンデル遺伝」，「染色体の働き」などから出題しました。

■出題のねらい
　高分子化合物を題材として，有機化学・高分子化学の基本的な知識について問いまし
た。

■採点講評
　全体的に正答率はあまり高くありませんでした。
　（１）は，高分子に関する化合物の名称を問いました。Ａではジクロロエチレン，Ｂ
では塩酸，Ｃでは６-ナイロンという解答が散見されました。
　（２）は，重合の名称を問う問題でしたが，予想に反して正答率は低かったです。
　（３）は，ポリエチレンテレフタレート（PET）の原料となる二つの化合物について，
名称および構造を問いました。PETは最も基本的な高分子化合物の一つですので，ど
の化合物から合成するのかについても理解しておいてください。また，DとEを逆に書
いている解答が散見されました。文章の最後に，Ｄがどの化合物から作られるのかにつ
いて記述されていましたので，よく読めばこのような間違いは回避できるかと思います。
　（４）は，基本的な有機化合物の構造を問う問題ですが，比較的よくできていました。
　（５）は，６,６-ナイロンの繰り返し単位の構造について問いましたが，正答率はあ
まり高くありませんでした。またアミド結合であるとわかっているにもかかわらず，構
造を逆向きに答えている解答がかなりみられました。
　（６）は，高分子化学に関連した基本的な計算能力を問う問題ですが，正答率は低か
ったです。ポリエチレンテレフタレートは代表的なポリエステルですので，原料と繰り
返し単位を理解しておいてください。
　この問題は，有機化学から高分子化学と広範囲に出題していますが，教科書の基本的
な語句・化合物を理解していれば解答できる問題です。幅広く理解しながら学習するこ
とが大切です。
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■出題のねらい
　各種金属イオン（Ag+, Al3+, Cu2+, Fe2+およびZn2+）の定性分析に関する知識を問いました。

■採点講評
　基本的な問題でしたが，正答率は約50%でした。
　（１）　教科書に載っている金属イオンの性質をよく理解し，基本的な化合物や錯体の名

称および化学式を正確に覚えておいてください。
　（２）　両性水酸化物を形成する金属イオンはアルミニウムイオンと亜鉛イオンです。そ

れらの水酸化物は，水酸化アルミニウムと水酸化亜鉛です。
　（３）　塩化銀に光が当たると，銀が遊離します。単体Agと化合物Cl2が生成することが

ポイントです。この現象は感光といい，フィルム写真に使われる反応です。
　（４）　水酸化銅に過剰なアンモニアを加えると，水酸化銅が溶けて，テトラアンミン銅

（Ⅱ）イオンが形成されます。係数も考慮した化学反応式が書けるようにしておい
てください。

　（５）　よくできていました。各種金属イオンと硫化水素が反応すると，Ag2S（黒色），
CuS（黒色），FeS（黒色）そしてZnS（白色）の沈殿が生じます。

　（６）　Fe2+はFe3+へと酸化され，一方，H2O2は還元されることでH2Oが生成します。そ
れぞれの半反応式から，最終的にイオン反応式が得られます。

Fe2+→ Fe3+e-（式１）
H2O2+２H++２e-→２H2O（式２）

（式１）×２－（式２）より，２Fe2++H2O2+２H+→２Fe3++２H2O
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